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 野球は台湾で高い人気を誇ります。きっかけは、

日本の統治下時代、台湾代表として甲子園に初出場

した嘉義農林＝写真＝の活躍でした。1931年に台湾

代表として夏の甲子園に初出場した嘉農はいきなり

決勝戦に駒を進め、その熱闘は５万 5000人の観客を

魅了しました。優勝は逃したものの、その健闘は「天

下の嘉農」「南海の青龍」とたたえられました。チームを率いたのは松山市出

身の近藤兵太郎。いまも台湾の人たちから野球の礎を作った人物として記憶されています。台湾では嘉

農野球部の活躍を描いた映画「ＫＡＮＯ」が公開されます。台湾で語り継がれる「嘉農」。日本と台湾を

結ぶ歴史秘話に迫ります。 

日曜朝は『Ｓ』で始まる――。ストーリーにご期待ください。 

 

 

 

 

 

 日本中の関心を集めてきた東京都知事選で久しぶりに表舞台に登場し、候補者た

ちよりも脚光を浴びたのが小泉純一郎元首相＝写真＝でした。応援した細川護熙元

首相は３位落選でしたが、小泉氏はこれから「脱原発」をどのように進めていくの

でしょうか。次男の小泉進次郎衆院議員と新党を結成するとか、進次郎氏を福島県

知事にするべく動くとかさまざまな話が流れています。本当のところはどうなのか、

小泉親子のこれからに迫ります。 

 

 

 

 

 

  

 手紙で結ばれたものの、がんで夭逝（ようせい）してしまった夫。亡

くなって 13 年たった今もあふれる思いを書き続けている東京都世田谷

区の石黒以津子さんを、野沢和弘・論説委員が取材しました。 

 

 

 

 

 

海を越えた白球の絆 

台湾で「野球の父」と呼ばれる日本人 

16日（日） 

続報真相 小泉親子はどこへ行くのか 

夕刊２面特集ワイド 21日(金) 

「女の気持ちをたずねて」 おんなのしんぶん面 17日（月） 
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 お菓子作りに使われることが多い「ゼラチン」。でも、実は肉や魚にひと振りす

るだけで、料理をおいしく仕上げることができます。例えば、ハンバーグはより

ジューシーに、野菜炒めはシャキシャキに、チャーハンはパラパラに作れます。

ゼラチンの驚くべき活用術を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 就活での面接や新学期の自己ＰＲ、職場の会議でのプレゼンテーションなど、

人前で自分の伝えたいことを相手に伝えるのは簡単ではありません。どんなポイ

ントに注意すれば、プレゼン力を上げることができるのでしょう。経営者らにプ

レゼンの技術を指導しているアドバイザーの野村尚義さんに、基本を聞きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゼラチンで絶品料理に  くらしナビ面 17日（月） 

みんなの「プレゼンテーション」 

くらしナビ面 17日（月）～19日（水） 


